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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 41,594 34.8 5,508 ― 6,035 664.9 3,547 ―
22年3月期第3四半期 30,862 △28.0 353 △88.2 789 △77.7 5 △99.8

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 101.55 101.48
22年3月期第3四半期 0.16 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 77,830 30,495 34.1 760.02
22年3月期 78,155 27,602 30.4 680.59

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  26,559百万円 22年3月期  23,778百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 3.00 ― 5.00 8.00
23年3月期 ― 7.00 ―
23年3月期 

（予想）
7.00 14.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 55,000 25.0 6,200 214.0 6,900 142.8 3,600 113.9 103.04

chou
新規スタンプ



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３ページ「その他」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 35,561,099株 22年3月期  35,553,099株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  615,008株 22年3月期  614,426株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 34,938,708株 22年3月期3Q 34,939,140株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間を取り巻くわが国経済は、雇用・所得環境は引き続き厳しい状況で推移したものの、

新興国を中心とした海外経済の改善などを背景に自律的回復に向けた動きが見られました。然しながら第３四半期

に入ると、環境対策車への購入補助金制度終了による駆け込み需要の反動減、円高進行への懸念等により、景気は

足踏み状態となっています。  

 当社グループが主として関連する自動車業界は、輸出が北米や新興国で需要が拡大したことにより年初来前年比

プラスを継続しているものの、国内販売が10月以降補助金終了の反動で２割を超えるマイナスが続いており、生産

の先行きは不透明のままとなっています。 

 このような環境の中で、当社グループは新興国を主とするグローバルでの旺盛な受注に対応して、売上高の拡

大、原価低減活動の推進、固定費圧縮の継続等の収益改善に取り組んでまいりました結果、当第３四半期連結累計

期間の売上高は415億９千４百万円（前年同期比34.8％増）、営業利益は55億８百万円（前年同期比15.6倍）、経

常利益は60億３千５百万円（前年同期比7.6倍）、四半期純利益は35億４千７百万円（前年同期比655.2倍）となり

ました。 

  

セグメントの業績概況は、次のとおりであります。 

①  日本 

 エコカー購入補助金制度終了による反動減はあったものの、国内自動車生産は総じて好調だったことにより、

売上高は297億７千５百万円となりました。固定費圧縮による損益分岐点引き下げ効果と操業度効果が相俟っ

て、営業利益は36億７千６百万円となりました。 

② アジア 

 世界一の自動車生産・販売国となった中国をはじめ着実な経済成長を続けているアジア市場での売上高は69億

８千７百万円となりました。営業利益は18億４千９百万円となりました。 

③ 北米 

 市場の回復と現地メーカーとのシェア競争が激化した北米市場での売上高は37億７千９百万円となりました。

営業利益は２億２千４百万円となりました。 

④ その他の地域 

 財政危機に伴う金融市場の混乱により市場回復が遅れている欧州市場での売上高は10億５千１百万円となりま

した。営業利益は１億３千５百万円となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して３億２千４百万円減少し、778億３千万

円となりました。これは主に投資有価証券が17億５千９百万円、受取手形及び売掛金が９億６千２百万円増加した

一方、現金及び預金が13億３千１百万円、繰延税金資産が９億３千３百万円、有形固定資産が６億６千万円減少し

たこと等によるものであります。   

 負債は、前連結会計年度末と比較して32億１千８百万円減少し、473億３千５百万円となりました。これは主

に借入金が33億１千９百万円減少したこと等によるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末と比較して28億９千３百万円増加し、304億９千５百万円となりました。これは

主に利益剰余金が32億９千４百万円増加したこと等によるものであります。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前第３四半期連

結会計期間末と比較して、７億４千４百万円減少し、130億９千２百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は、60億３千１百万円（前年同期比26.0％増）となりました。これは主に税金等調

整前四半期純利益が59億３千７百万円となった一方、前期同期と比較してたな卸資産が増加したこと等によるもの

であります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は、23億７千４百万円（同0.5％増）となりました。これは主に有形固定資産及び

無形固定資産の取得による支出が減少した一方、投資有価証券の取得による支出が増加したこと等によるものであ

ります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は、48億４千７百万円（前年同期比56.4％増）となりました。これは主に長期借入

金の返済による支出が増加したこと等によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間の業績は、利益面での予想値に対する進捗度は高いものの、自動車の国内販売状況な

ど先行きの見通しが難しいことから、現時点では平成22年11月８日に公表いたしました通期連結業績予想値の修正

は行っておりません。今後、修正の必要が生じた場合は速やかにお知らせいたします。  

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

   

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

1.棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出につきましては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末

の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。   

 また、棚卸資産の簿価切下げにつきましては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

  

2.法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 法人税等の納付税額の算定につきましては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法

によっております。 

 繰延税金資産の回収可能性につきましては、前連結会計年度末の検討において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングに、前連結会計年度末からの重要な一時差異の変動を加味したものを使用する方法によって

おります。 

  

② 特有の会計処理 

該当事項はありません。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準に関する事項の変更 

1.資産除去債務に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用しております。 

 これにより、税金等調整前四半期純利益は49百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による

資産除去債務の変動額は49百万円であります。 

  

2.「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）

を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 これによる損益に与える影響は軽微であります。 

  

3.企業結合に関する会計基準等の適用 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計

基準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表

分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成

20年12月26日）を適用しております。  

２．その他の情報



② 表示方法の変更 

1.四半期連結損益計算書関係 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適

用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

  



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 13,115 14,446

受取手形及び売掛金 12,087 11,124

商品及び製品 3,332 3,038

仕掛品 2,341 2,441

原材料及び貯蔵品 1,621 1,278

その他 1,860 2,610

貸倒引当金 △30 △42

流動資産合計 34,328 34,898

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,434 8,491

機械装置及び運搬具（純額） 13,796 14,720

その他（純額） 4,971 4,650

有形固定資産合計 27,202 27,862

無形固定資産   

その他 716 887

無形固定資産合計 716 887

投資その他の資産   

投資有価証券 9,517 7,758

その他 6,074 6,760

貸倒引当金 △8 △12

投資その他の資産合計 15,584 14,507

固定資産合計 43,502 43,257

資産合計 77,830 78,155



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,172 4,715

短期借入金 23,631 25,842

未払法人税等 625 379

賞与引当金 601 1,140

環境対策引当金 47 52

その他 3,402 3,097

流動負債合計 33,480 35,229

固定負債   

長期借入金 10,096 11,204

退職給付引当金 791 1,219

役員退職慰労引当金 440 372

環境対策引当金 170 170

その他 2,355 2,356

固定負債合計 13,854 15,323

負債合計 47,335 50,553

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,365 4,362

資本剰余金 3,548 3,544

利益剰余金 20,407 17,112

自己株式 △914 △914

株主資本合計 27,406 24,105

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,169 1,050

繰延ヘッジ損益 27 18

為替換算調整勘定 △3,043 △1,395

評価・換算差額等合計 △846 △326

新株予約権 37 41

少数株主持分 3,898 3,782

純資産合計 30,495 27,602

負債純資産合計 77,830 78,155



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 30,862 41,594

売上原価 24,472 29,454

売上総利益 6,390 12,140

販売費及び一般管理費 6,036 6,632

営業利益 353 5,508

営業外収益   

受取利息 32 23

受取配当金 134 68

負ののれん償却額 1 －

持分法による投資利益 393 1,225

助成金収入 365 －

その他 160 133

営業外収益合計 1,087 1,450

営業外費用   

支払利息 475 387

為替差損 109 465

その他 67 70

営業外費用合計 652 923

経常利益 789 6,035

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 13

新株予約権戻入益 － 10

ものづくり産業応援助成金 287 －

特別利益合計 287 23

特別損失   

固定資産除却損 22 72

投資有価証券評価損 48 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 49

特別損失合計 71 121

税金等調整前四半期純利益 1,004 5,937

法人税、住民税及び事業税 266 1,167

法人税等調整額 305 482

法人税等合計 571 1,650

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,287

少数株主利益 427 739

四半期純利益 5 3,547



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,004 5,937

減価償却費 3,514 3,135

のれん償却額 2 －

負ののれん償却額 △1 －

持分法による投資損益（△は益） △393 △1,225

貸倒引当金の増減額（△は減少） 35 △18

退職給付引当金の増減額（△は減少） △59 △425

賞与引当金の増減額（△は減少） △538 △538

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 74 68

環境対策引当金の増減額(△は減少) △2 △5

受取利息及び受取配当金 △166 △91

支払利息 475 387

為替差損益（△は益） 117 226

固定資産除却損 22 72

投資有価証券評価損益（△は益） 48 －

売上債権の増減額（△は増加） △634 △1,119

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,516 △592

仕入債務の増減額（△は減少） △1,206 582

その他 △39 23

小計 3,771 6,415

利息及び配当金の受取額 758 755

利息の支払額 △409 △337

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 668 △800

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,788 6,031

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △2,421 △1,382

有形及び無形固定資産の売却による収入 6 0

投資有価証券の取得による支出 △1 △1,051

投資有価証券の売却による収入 0 －

貸付けによる支出 △439 △267

貸付金の回収による収入 518 301

その他 △25 24

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,362 △2,374



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,704 △249

長期借入れによる収入 1,000 238

長期借入金の返済による支出 △1,914 △3,955

リース債務の返済による支出 － △79

株式の発行による収入 － 5

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △262 △419

少数株主への配当金の支払額 △217 △387

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,099 △4,847

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △251

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △672 △1,442

現金及び現金同等物の期首残高 14,402 14,402

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 108 132

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,837 13,092



 該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

（注）１．事業区分は、販売市場別区分によっております。 

２．各事業の主な製品 

(1）自動車関連製品事業 自動車関連部品（ピストンリング、シリンダライナ、バルブシート、アルミ

製品等） 

(2）その他製品事業 陸舶用内燃機関部品（ピストンリング等）・自動温度調節弁・遠赤外線機器・ 

電板用銅合金・治工具等・土木建築の設計、施工、管理 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日）  

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

北米……米国 

アジア……中国、ベトナム、タイ、インドネシア 

その他の地域……ドイツ、トルコ 

  

〔海外売上高〕 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
自動車関連製
品事業 
（百万円） 

その他製品事
業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高           

(1）外部顧客に対する売上高    24,883    5,979    30,862    －    30,862

(2）セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
   －    －    － (－)    －

計    24,883    5,979    30,862 (－)    30,862

営業利益又は営業損失（△）    641    △287    353 (－)    353

  
日本 

（百万円）
北米 

（百万円）
アジア 

（百万円）

その他の 
地域 

（百万円）

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円）

売上高               

(1）外部顧客に対する 

売上高 
   22,851    2,386    4,538    1,087    30,862    －    30,862

(2）セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
   1,820    15    603    546    2,986 (2,986)    －

計    24,671    2,401    5,141    1,634    33,849 (2,986)    30,862

営業利益又は営業損

失（△） 
   △829    △48    901    131    155    198    353

  アジア 北米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）    7,539    2,673    2,480    12,694

Ⅱ 連結売上高（百万円）          30,862

Ⅲ 連結売上高に占める海外 

売上高の割合（％） 
   24.4    8.7    8.0    41.1



２．各区分に属する主な国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

(1）アジア……中国、インドネシア、タイ 

(2）北米……米国 

(3）その他……アラブ首長国連邦、ドイツ 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、主に自動車部品（ピストンリング、シリンダライナ、バルブシート等）をグローバルな地

域で生産・販売しており、国内においては当社及び国内連結子会社が、海外においては現地法人が独立した経

営単位として事業活動を展開しております。 

 したがって、当社は生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「ア

ジア」及び「北米」の３つを報告セグメントとしております。各報告セグメントでは、自動車部品のほか陸舶

用内燃機関部品等を生産・販売しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州の現地法人の事業活動であ

ります。 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項） 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平

成20年３月21日）を適用しております。 

  

  

 該当事項はありません。   

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
日本 アジア 北米 計 

売上高             

外部顧客への売上高 29,775  6,987  3,779  40,542  1,051  41,594

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 3,261  930  23  4,215  29  4,245

計  33,036  7,918  3,803  44,758  1,081  45,840

セグメント利益  3,676  1,849  224  5,750  135  5,885

  （単位：百万円）

利益 金額 

報告セグメント計  5,750

その他の区分の利益  135

未実現利益の調整額  △376

四半期連結損益計算書の営業利益  5,508

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記


	ヘッダー3: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	ヘッダー4: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	ヘッダー5: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	ヘッダー6: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	ヘッダー7: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	ヘッダー8: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	ヘッダー9: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	ヘッダー10: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	ヘッダー11: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	ヘッダー12: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	ヘッダー13: 帝国ピストンリング㈱（6463）平成23年３月期　第３四半期決算短信
	フッター3: - 1 -
	フッター4: - 2 -
	フッター5: - 3 -
	フッター6: - 4 -
	フッター7: - 5 -
	フッター8: - 6 -
	フッター9: - 7 -
	フッター10: - 8 -
	フッター11: - 9 -
	フッター12: - 10 -
	フッター13: - 11 -


